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一　カッパ8L－1号機

　　昭和37年S月に
　　KSC初実験の2段
　　ロケット．

機．
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　　　　　　1　フ「レノーク・センク　　　　　　’　集水池　　　　　　　 A第1エ区道路
　　　　　　2　1SmPパラボラ・アンテナ　　　8　11卜躍センク　　　　　B第2エ区道路

　　　　　　3　コントロール・センク　　　　　P　レーダ・センク．　　　C第3工区遊路

　　　　　　．1i’ンチ〒台地　　　　　　　　　　節3光宇閥定点

　　　　　　1獄燃“　t鯨大学齪醇宙空間關所

カッパ8L・8・9L・9M型
　　　　　　　　　　　　　　　　　↓　テレメータ・レーダ・光学観測系ほ仮施設で作業を開始した。

　　　　幽冷幽レ齪

〃『ρ念τ1

　　　τ　ランチ†台地〔撞方台地よりのぞむ）

　　　　左がカッパ発射点．右がラムダ発射’）定地．

一　ランチャ台地けレノータ・七〃台地よりのぞむ｝

　　右端は建設中のラムダ用ロケット’1センタ．

　　　　　一写真撮影（1、9べ一ジ）：安田良平一



t　内之浦町の好意による櫨醐で，南「団催緒ゆたかな

　　　　　　　　実験場風景．

1地避気姿勢計，雑音電波と宇宙線の

　観測器を積んだ8型11号機〔a7¢12A）．

二　計器センタ台地

↑　K－9M－1号機　｛37　tp　11月）

　　8型の性能向上機で、般高高度350kmの
　　性能をもつ．

矢印はレーダセンタのある宴瞬台坦レ

一カフパ8L・8・9L・9M型一

ロケットの性能向上に伴い，太平

洋側の実験場として東京大学鹿児

島宇宙空間観測所が昭和3了年Z月

に起工された．山を削り谷を埋め

て台地群と道路を造る土木工事に

つづいて，各種施設・設備の建設

が進められているが，その完成を

待たず昭和37年8月から仮施設を

用いて，ロケット飛しょう案験が

開始された．すなわち，同年末ま

でに，8L，9M，8型11号の3櫨

の大型機と，7搬の小型機が実駐

　　　　　　された．

↓　上窒よりながめたランチt台地

　右上方はテレメーク台地，道跳の線が煽囲に対応して美しい・



↑　8Lのブースタとメインロケット． ”・’－lr－　．’．　　　．．．’．．、．

　　　　　アンテナ試験用AT－150機｛37年s月1．

吊下げ鎚獄験用
LT－150機　｛37．、．11」1）．

スピン試験用SP－150－4
号搬　　〔3丁：i：1：　Jl1．

丸女研穿ピ室による測凱（36隼6月）．

奪ランチャ台地の今昔倦頭べ＿ジ掘）

整地中　（37埼二2月）．



能代実験場での地上試験

↑　広漢とした実験場，左方波打ぎわにテストスタンド．

能代案験場はラムダ以後の大型エン

ジンを開発する地上試験場として，

昭和5T年9月に開設され，10月には

755鮪エンジンの地上試験が行なわ

　　　　　　　れた．
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了35靱エンジンの燃焼硝i氏実」．ヒ堪1
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秋田実験場での実験
秋田実験場では，従前からひきつづいて8型一8，9

号，9L－2号機による観測，735りA，顎エンジンの

　　　地上試験と小型機の試験等が行なわれた．
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　　テレ　メー　タ装置

ロケットの大型化によって観測項目も増し，テレメー

タは10チヤネルに増強された．送信機の副搬送波発

　　　　振器はトランジスタ化されている．

1　テレメータ受信記緑装置

K－9M－1号機のエレクトロニクス装置

右から　レーダ・トランスボンダ，テレメータ送偏臨，

温度・妊毫∫ll’，加∫吏度ll卜・

胃㌔の〆

満劃．b

多話移が
テレメータ送信機

副搬送破発振器はトランジスタ化してあろ．
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1新型自動追尾レーダ装置の空中線部
パラボラII’慕墾＃Tll，手前は傭圧源装置．

新型自動追尾

レーダ装置

送・受信部

送信出力500kW
受信にはパラメト

リック増幅器力～｛吏

われている，

新型自動追尾

レーダ装置

指示制御装置

　　y，e・．tr－1

→　　『叱1－
　　　　．、．

装置の操作，監撹

を行なう部分．

　　　　新型自動追尾レーダ装置
　　　　　　　　　　　　　　．4mレーダ装置）

ロケットの大型化とともに．新たに遠距離に達するロケット標定用に自動追

尾レーダ装置が作られた，全油圧駆勤で，1，500kmの標定能力がある．
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新型自動遮尾レーダ襲置

r一タ記録装置と航跡紀録用プロッタ

鱒ケは康動的に評算されて，ブ＝ノタに窯か

札る．

　　　　　　　　　→
新型自動追尾レーダ装置

データ記録装置

眞距離角度のデータは時

聞とともに16：nm撮影
接で記繕される．

レーダ送・受信アンテナ｛K唱王．型）．
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新形式のテレメータ送信

アンテナ（AT辺50＞．

レーダおよぴテレメータ

アンテナ　（K－9L型）
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・一 @電離層直接観測器
　　悶頭衷でフロープは折1〕たた衷れている

　　　　　　　　　　　　　　（K・8．101，
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機 器

新しい観測項目の登場とともに観測

装置も種々のくふうが盛りこまれた

　　　ものとなってきている，
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　　　各　　　種

基　礎　　試　験

ロケットが飛んで超高空観測が

遂行されるまでには，各種の基

　礎的地上試験が必要である．

1 開頭部総合動作試験

上から姿勢躍1－検出器

RN飛び出し式グブ
レフト，RNループ・

アンテナ，宇1三i線カ

ウンタ．

「㌧

t　コントロール用ロケットの

　碁礎実験

　　　　　　　　→
ノーズ・コーン部計器の

　　　　　　衝撃試験

l　PR・R1用アンテナ

　圧縮ガスで全長3m
　に伸びる．

↑　ま廷手部の剛性試験（K－8L）．

　　　　　　　　　　　　　回収したロケット
打ちヒげたロtrγトはすべて海中に没するが．ときどき｝1チ岸や海底から地元の協ノJで回収されろ二とがある．

海噴…より激期にかかって同収されたSP－150－4号接， 乙　諒上に1．茎遊しているところを回収された8L－1号機ブース久



　　　　　K－8－9号纏の飛しょう状況
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　　　lLT－15e－1号機の飛しょう状況

、s）mrn　BeU＆Ho“’ellヵメラ（第2光学観測点）による一

1・フラ7シュ点火　　0秒　3．フラ7シュ点火後O．5秒
Z・7ラ・1シュ点火後0．3秒　4．　　　　〃　　　2．1秒

kよ　る　観i則

　　　　；　K－9M－1号機の飛しょう状況

一35　mrn　Bell＆HOwellヵメラ　（弟2光学観測点）による一

　1．　フラ7シュ点火　　0秒　3．　フラ7シュ点火後2．1秒

　2．7ラワシュ点火後O．5秒4．　　〃　　　3．6秒
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ラムダ型ロケット・エンジン735聴地上燃焼実験

　　一35mm　Bell＆Ho“，ellカメラにて撮影一

」（δ

④

フラワシュ点火　　 0秒
フラフシュ点火後　O．1砂

　　〃　　　o．2秒

　　’t　　　O．3秒

⑤⑥⑦⑥ フラッシニL点火後O．4秒

　　〃　　　0．5秒

　　〃　　　O．6秒

　　〃　　　LO秒

一翻．舗

⑨　フラッシュ点火後2｛｝．0秒

⑩〃2・1．0秒
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